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現
在
、「
明
治
維
新

以
来
１
５
０
年
ぶ

り
」
の
教
育
制
度
改

革
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
▼
経
済
協
力
開
発

機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）の
、15
歳

を
対
象
と
し
て
２
０
１
８
年

に
実
施
し
た
国
際
学
習
到
達

度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
結

果
は
、
読
解
力
が
、日
本
は

79
カ
国・
地
域
の
中
で
前
回

15
年
調
査
の
８
位
か
ら
15
位

に
後
退
し
、
過
去
最
低
で
し

た
▼
ま
た
「
授
業
に
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
組
み
込
む
の
に
必

要
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ス
キ

ル
と
教
育
方
法
の
ス
キ
ル

を
有
す
る
教
師
た
ち
」を
見

る
と
、О
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
で
は
、

15
歳
の
子
ど
も
の
65
％
が
デ

ジ
タ
ル
の
ス
キ
ル
を
有
す
る

教
師
た
ち
の
い
る
学
校
で
学

べ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は

20
％
台
。
79
の
国
や
地
域
の

な
か
で
最
下
位
で
し
た
▼
少

子
化
だ
か
ら
こ
そ
「
教
育
」

を
見
直
す
時
期
に
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
　 （
Ｎ
）

　
▼
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

13
・
14
日
江
の
島
・
片
瀬
海

岸
。

　
▼
祈
年
祭
15
日
11
時
、
亀

岡
八
幡
宮
。
五
穀
豊
穣
、
商

売
繁
盛
を
祈
願
。

　
▼
彼
岸
会
17
～
23
日
各
寺

院
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症(

以
下
新
型
コ
ロ
ナ)

が
世
界
中
で
拡
が
る
中
、
皆

さ
ん
は
不
安
な
毎
日
を
お
過

ご
し
か
と
思
い
ま
す
。
旅
行

や
外
食
も
自
粛
が
求
め
ら

れ
、
必
要
な
医
療
機
関
に
行

く
こ
と
も
躊
躇
し
て
い
る
方

が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　
定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
も

先
延
ば
し
に
し
て
い
る
方
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
特

に
症
状
が
あ
っ
て
検
査
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
は
早
目
に

お
受
け
く
だ
さ
い
。
が
ん
死

亡
統
計
で
大
腸
が
ん
は
相
変

わ
ら
ず
女
性
で
は
１
位
、
男

性
で
は
３
位
。
胃
が
ん
は
女

性
４
位
、
男
性
２
位
で
す
。

　
定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
は

確
実
に
私
達
の
寿
命
を
延
ば

し
ま
す
。
特
に
大
腸
内
視
鏡

検
査
で
ポ
リ
ー
プ
を
切
除
す

れ
ば
、
大
腸
が
ん
発
生
を
予

防
で
き
ま
す
。

　
内
視
鏡
検
査
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
は
、
患
者

さ
ん
か
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
へ

の
感
染
予
防
対
策
を
中
心
に

充
分
考
慮
し
て
い
ま
す
。
内

視
鏡
検
査
を
受
け
て
新
型
コ

ロ
ナ
に
感
染
す
る
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
終
息
ま
で
に
し
ば
ら
く
時

間
が
か
か
る
新
型
コ
ロ
ナ
で

す
が
、
日
常
生
活
の
中
で
感

染
予
防
を
十
分
に
し
な
が
ら

必
要
な
検
査
や
治
療
は
積
極

的
に
受
け
て
下
さ
い
。

　
柳
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
院
長

鎌
倉
市
西
鎌
倉
１
―
18
―
３

☎
０
４
６
７
・
33
・
０
８
５
７

３月

　
俳
誌『
み
そ
さ
ざ
い
』（
上う

え

村む
ら

占せ
ん
ぎ
ょ魚

主
宰
）
の
流
れ
を
汲

む「
み
そ
さ
ざ
い
相
州
句
会
」

の
合
同
句
集
が
、
占
魚
の
生

誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
昨

年
11
月
に
発
行
さ
れ
た
。

　
同
句
会
に
集
う
同
人
14
人

の
俳
句
を
ま
と
め
、随
想
や
、

占
魚
の
作
品
を
「
い
ろ
は
俳

句
」
と
し
て
選
ん
で
い
る
。

　
上
村
占
魚（
本
名
は
武
喜
）

は
、
１
９
２
０
年
熊
本
県
人

吉
市
出
身
。
幼
い
こ
ろ
か
ら

自
然
に
親
し
み
、
中
学
生
の

占
魚
生
誕
100
年
記
念
に
同
人
ら
発
行

『
み
そ
さ
ざ
い
相
州
句
会
合
同
句
集
』             

『
み
そ
さ
ざ
い
相
州
句
会
合
同
句
集
』             

年
９
月
に
上
梓
し
た
第
二
句

集
『
球
磨
』
に
は
「
本
丸
に

立
て
ば
二
の
丸
花
の
中
」
な

ど
30
歳
ま
で
の
作
品
３
７
１

句
を
収
め
た
。

　
１
９
５
０
年
、
鎌
倉
の
吉

野
秀
雄
宅
で
秀
雄
の
師
・
会

津
八
一
に
ま
み
え
、
そ
の
門

下
に
加
わ
っ
た
。斉
藤
茂
吉
、

八
一
、
秀
雄
の
三
歌
人
か
ら

「
写
生
」
を
学
ん
だ
こ
と
が
、

己
の
写
生
観
の
確
立
の
大
き

な
力
と
な
っ
た
。

　
１
９
５
４
年
に
高
崎
か
ら

東
京
都
東
村
山
町
に
転
居

し
、
永
住
の
地
と
す
る
。
１

９
９
６
年
、
75
歳
で
逝
去
し

た
が
、
墓
は
鎌
倉
の
瑞
泉
寺

に
あ
り
、
毎
年
３
月
の
第
一

日
曜
日
に
供
養
と
句
会
が
開

か
れ
て
い
る
。

　「
み
そ
さ
ざ
い
相
州
句
会
」

は
、『
み
そ
さ
ざ
い
』
誌
の
３

番
目
の
例
会
と
し
て
１
９
７

１
年
に
鎌
倉
の
滑
川
河
口
に

上村占魚

近
い
古
民
家
で
発
足
し
た
。

月
１
回
の
句
会
で
占
魚
は
、

自
ら
の
俳
句
観「
徹
底
写
生
、

創
意
工
夫
」
を
掲
げ
、
そ
の

実
践
に
取
り
組
ん
だ
。
句
会

の
あ
と
は
、
小
町
通
り
の
で

ん
が
く
屋
で
酒
席
を
も
う

け
、
美
大
時
代
の
話
な
ど
を

語
っ
た
と
い
う
。
句
会
は
そ

の
死
後
も
続
い
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
通
信

句
会
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

　
出
版
さ
れ
た
合
同
句
集
に

は
、
石
黒
雅
風
さ
ん
（
中
井

町
・
87
）
が
、「
先
生
か
ら

学
ん
だ
真
実
の
諷
詠
に
励
ん

だ
句
と
、
報
恩
の
念
を
こ
め

た
」
句
集
で
、
こ
れ
か
ら
も

写
生
の
教
え
と
、「
野
人
で

あ
れ
」
の
精
神
を
持
っ
て
前

へ
進
ん
で
い
く
と
ま
え
が
き

に
書
い
て
い
る
。

　
菊
池
洋
子
さ
ん（
東
京
都
・

66
・
紅
書
房
経
営
）
は
、
自

社
か
ら
占
魚
の
句
集
を
出
版

定
期
的
な
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

総
合
内
科
専
門
医　

内
視
鏡
専
門
医　

柳
川
　健

　
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
放

送
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
か
ま
く
ら倉
殿ど
のの

13
人
」
に
向

け
て
、
鎌
倉
の
歴
史
文
化
を

全
国
に
発
信
し
、
観
光
振
興

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図

る
目
的
で
、
２
月
３
日
、
鎌

倉
市
と
地
元
関
係
団
体
で
構

成
さ
れ
る「
大
河
ド
ラ
マ『
鎌

倉
殿
の
13
人
』
鎌
倉
市
推
進

協
議
会
が
発
足
し
た
。

　
今
後
、「
大
河
ド
ラ
マ
館
」

の
設
置
、
独
自
ロ
ゴ
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
考
案
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
観
光
客
へ
の
対

応
、
交
通
対
策
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
は
「
鎌

倉
に
お
け
る
使
命
を
果
た
す

よ
う
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
た
い
」
と
述
べ
た
。
会

長
に
就
任
し
た
鎌
倉
商
工
会

議
所
・
久
保
田
陽
彦
会
頭
は
、

「
鎌
倉
を
元
気
に
、
日
本
中

を
元
気
に
す
る
手
伝
い
が
し

た
い
」
と
挨
拶
し
、
意
気
込

み
を
見
せ
た
＝
写
真
。

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」推
進
協
議
会
設
立

し
て
い
る
が
、
占
魚
は
ほ
と

ん
ど
の
本
で
中
身
も
装
幀
も

全
部
自
分
で
手
掛
け
た
と
い

う
。「
俳
句
を
作
る
と
き
は

一
途
に
な
っ
て
つ
く
り
な
さ

い
」「
１
本
の
木
を
１
年
観

察
し
て
み
な
さ
い
」
と
そ
の

指
導
を
懐
か
し
む
。

　
愛
す
る
一
句
と
し
て
占
魚

の
「
む
さ
し
野
の
秋
は
白
雲

よ
り
と
と
の
う
」
を
挙
げ
る

出
口
ま
こ
と
さ
ん（
三
浦
市
・

93
）
は
、
東
村
山
の
占
魚
の

家
で
の
句
会
を
こ
う
随
想
に

記
す
「
こ
の
庭
を
道
場
と
し

て
句
作
に
耽
る
。
先
生
の
潔

い
句
評
に
身
が
締
ま
っ
た
。

よ
き
師
友
に
恵
ま
れ
た
仕
合

せ
を
か
み
し
め
て
い
る
」。

　
元
高
校
の
国
語
教
員
の

勝
奇
山
（
本
名
石
渡
勝
雄
・

74
）
さ
ん
は
、「
い
わ
ゆ
る

昔
の
師
弟
関
係
だ
っ
た
」
と

話
し
、
指
導
は
厳
し
く
、「
く

る
な
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
質
問
に
は
必
ず

返
答
し
、
そ
れ
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
た
と
振
り
返
る
。

　
句
集
の
編
集
や
通
信
句
会

の
ま
と
め
役
を
し
て
い
る
の

が
米
山
海
彦
さ
ん
（
茅
ヶ
崎

市
・
78
）
で
、
占
魚
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
句
友
に
な
り
、

占
魚
を
師
と
仰
ぎ
、
写
生
道

を
句
作
の
基
本
と
す
る
。

　
癌
な
れ
ば
楽
し
く
あ
れ
よ

君
の
春
　
　
　
　
米
山
海
彦

　
熊
本
市
の
く
ま
も
と
文

学
・
歴
史
館
で
３
月
19
日
か

ら
５
月
５
日
ま
で
「
球
磨
の

鮎
の
遊
び
―
生
誕
１
０
０
年

上
村
占
魚
」
が
開
か
れ
る
。

　
句
集
の
問
い
合
わ
せ
は
米

山
さ
ん
☎
０
４
６
７
・
86
・

０
１
１
９  

『みそさざい相州会合同
句集』を手に米山さん

135

校
で
漆
芸
を
学
ぶ
傍
ら
文
学

を
志
向
。
鎌
倉
の
松
本
た
か

し
、高
浜
虚
子
を
師
と
仰
ぎ
、

俳
句
道
に
邁
進
し
た
。
卒
業

後
、
群
馬
県
立
富
岡
高
等
女

学
校
の
図
画
教
師
に
赴
任
し

た
が
、
翌
年
辞
任
し
、
俳
句

が
専
業
に
な
っ
て
い
く
。

　
１
９
４
６
年
第
一
句
集

「
鮎
」を
上
梓
。
集
名
は
郷
里

球
磨
川
の
鮎
か
ら
と
っ
た
。

「
占
魚
」
の
号
も
「
鮎
」
を

二
分
し
た
も
の
と
い
う
。
１

９
４
９
年
１
月
「
み
そ
さ
ざ

い
」
創
刊
。
同
年
６
月
、
ホ

ト
ト
ギ
ス
同
人
と
な
る
。
同

句
会
　
中
央
の
赤
い
シ
ャ
ツ
が
占
魚

（
１
９
８
６
年
10
月
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
）

頃
、俳
誌『
か

は
が
ら
し
』

を
購
読
、
主

宰
・
後
藤
是

山
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
て

作
句
を
始
め

た
。上
京
し
、

東
京
美
術
学


